






資料2

①利用者支援事業

単位：箇所

実施箇所数 R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

特定型 1 1 1

こども家庭センター型 1 1 1

基本型 8 8 8 8 27 42 27

（地域子育て相談機関） 27 42 27

  令和６年度から、こどもセンターを設置。

  令和７年度から、基本型として「地域子育て相談事業（通称「ハグミー」）」を開始（6月～）

単位：件

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

おやこ広場 505 429 445

ふれあいひろば 380 471 491

子育てひろば 52 61 46

計 1,640 937 1,600 961 928 982 938

③妊婦健康診査

単位：件

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

　　　受診件数　　　　 7,800 4,749 7,500 4,534 6,020 4,677 5,824

　妊娠期間中に必要とされる14回の健康診査の積極的な受診を促進します。

　乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、
助言その他の援助を行う事業

【評価・今後の対応について】

【評価・今後の対応について】

議事 「一関市こども計画」の実施状況について

  １．地域子ども・子育て支援事業

　こども又はその保護者等の身近な場所で、教育・保育・保健その他の子育て支援事業等の情報提
供及び必要に応じ相談・助言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施する事業

  こどもセンターを設置し、妊産婦・子育て世帯・こどもを切れ目なく支援し、虐待を防止するた
め、母子保健部門と児童福祉部門が連携し、一体的な相談支援を行っています。
地域子育て相談機関は公立20か所、私立は22か所、計42か所に設置しているが、施設によって相談
件数に差があるため、今後は事業の周知を行うとともに相談しやすい環境づくりに努めていきま
す。

②地域子育て支援拠点事業（おやこ広場事業・子育て支援ひろば事業）

　こどもの減少や就園の低年齢化といった環境変化の影響はあるものの、事業の周知を強化したこ
とにより、全体の利用者数は微増しました。保護者同士の交流や育児相談の場として一定の需要が
確認できていることから、今後も事業内容の工夫を図りながら、安定的な利用につなげていきま
す。

　妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦に対する健康診査として、健康状態の把握、検査計
測、保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業

【評価・今後の対応について】

　妊娠届出数が令和６年度より微増したことにより受診件数は前年度より増えました。
　令和８年度は、健康な妊娠出産を迎える上で必要な14回の健康診査に加え、妊娠40週を超えて出
産に至るまでの健康診査の公費負担を行い、妊婦の健康管理および経済的負担の軽減を図ります。

9281,6001,640 938
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資料2
④乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）

単位：件

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

　　　訪問件数　　　　 560 434 540 355 430 371 416

　保健師、助産師（委託を含む）により乳児全戸訪問を実施します。

⑤養育支援訪問事業、その他の要支援児童・要保護児童の支援に資する事業

単位：件

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

　　　指導・助言件数　　　　 250 207 250 209 100 184 100

　保健師、こども家庭支援員などにより実施しています。

単位：人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

ショートステイ 40 64 40 5 86 52 97

実人数 － 9 － 3 ― ― ―

トワイライトステイ 2 0 2 0 3

実人数 － 0 － 0 ― ―

　当市では、児童養護施設「一関藤の園」「大洋学園（大船渡市）」
　乳児院「善友乳児院（盛岡市）」「日赤岩手乳児院（盛岡市）」で実施しています。

R６年度実績 R７年度実績

4 4

248 270

101 134

【評価・今後の対応について】

【評価・今後の対応について】

　要保護児童について関係機関と定期的に情報共有を図ることを目的に、こども家庭支援員が保育
園や幼稚園、こども園、学校等へ出向き、具体的に見守りポイントに関して共有したことにより、
児童虐待受理件数が増加し、それに伴い登録ケース数も増加しました。
　今後も各関係機関と連携を図り、児童虐待の未然防止や早期対応に努めます。

　保護者の疾病等の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童につい
て、児童養護施設・乳児院で、必要な養育・保護を行う事業

【評価・今後の対応について】

  事業利用が必要となった児童については、実施施設にて適切に保護しました。今後も実施施設と
連携しながら対応します。※６年度は、例年長期間利用しているご家庭の実績がなかったことより
利用人数が少なかったもの。

⑦子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業

⑥子育て短期支援事業

　生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等
の把握を行う事業

【評価・今後の対応について】

　出生数が令和６年度より微増したことにより訪問件数は前年度より増えました。
　今後も、入院等している乳児を除いて訪問を行い、母子の健康状態の把握を行うとともに、安心
して子育てができるよう、母子に寄り添った訪問を行います。

　養育支援が特に必要な家庭に対して、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うこと
により、該当家庭の適切な養育の実施を確保する事業

　家庭訪問や発達支援相談を通じ、適切な養育ができるよう助言・指導を行いました。
　今後も支援が必要な世帯に対し、助言・指導を行います。

　要保護児童対策地域協議会を設置し、行政・医療・福祉・教育等の各関係機関と連携しながら、
要保護児童等に対する支援を行う事業

単位：回、件

要保護児童対策地域協議会実務者会議

要保護児童対策地域協議会登録ケース数

虐待通告受理件数
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資料2⑧ファミリー・サポート・センター事業

単位：人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

　協力会員 130 131 120

　依頼会員 481 470 479

　両方会員 25 27 30

　　合計 770 636 815 628 629

　延べ利用者数 - 380 - 624 350 704 350

　一関市社会福祉協議会に事業を委託し実施しています。

⑨一時預かり事業

【幼稚園型】

延べ利用者数　公立園

延べ利用者数　私立園 R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

一関・花泉地域 10,200 31,537 10,200 32,915 40,083 30,166 42,707

旧東磐井地域 1,200 14,452 1,200 13,876 19,091 12,624 20,656

公立幼稚園・こども園 20,000 6,074 20,000 6,441 5,541

【一般型】

単位：人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

実施園数　公立園　(単位：園） - 5 - 5 - 4

実施園数　私立園　(単位：園） - 8 - 7 - 7

　　延べ利用者数　公立園 - 108 - 130 - 126

　　延べ利用者数　私立園 - 400 - 438 - 349

一関・花泉地域 680 309 680 387 309 276 309

旧東磐井地域 400 199 400 181 199 199 199

【評価・今後の対応について】

【幼稚園型】
  少子化に伴い利用者数は減少しましたが、教育認定児童のうち保育を必要とする児童の割合に変
動はないものと捉えています。
【一般型】
　利用者数に増減はありますが、低調に推移しています。
  保護者のニーズを見極めながら、実施施設の統廃合を検討する必要があります。

　乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員として、児童の預かり等の援助を受け
ることを希望する者と当該援助を行うことを希望する者との相互援助活動に関する連絡、調整を行
う事業

【評価・今後の対応について】

  引き続き普及啓発を行い、会員の確保に努めます。併せて、今後も一関市社会福祉協議会との連
絡調整を密に行い、事業を実施します。

　幼稚園における通常の教育時間の前後や長期休業期間中等において保護者の要請に応じて預かり
保育を実施する事業

　家庭での保育が一時的に困難になった乳幼児について、主として昼間において、認定こども園、
幼稚園、保育所、地域子育て支援拠点その他の場所において、一時的に預かり、必要な保護を行う
事業

単位：人回/年

815770
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資料2
⑩延長保育事業

単位：人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

実施園数　公立園　(単位：園） 17 15 17 17 17

実施園数　私立園　(単位：園） 16 18 16 17 16

　　実利用者数　公立園 - 218 - 165 145

　　実利用者数　私立園 - 538 - 539 448

一関・花泉地域 590 600 590 577 484 488 484

旧東磐井地域 180 156 170 127 132 105 132

⑪病児保育事業

単位：箇所・人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

・病児対応型　 2 2 2 2 3 2 3

延べ利用者数 48 103 48 328 291

・体調不良児対応型　私立園 3 2 3 2 3 - 3

延べ利用者数 500 210 500 158 -

⑫放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

単位：人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

児童クラブ　(単位：クラブ） - 21 - 22 22 22

支援の単位　（単位：単位） - 43 - 44 44 42

登録児童数　一関地域 869 886 845 897 912

登録児童数　花泉地域 151 164 145 164 155

登録児童数　大東地域 113 61 108 58 48

登録児童数　千厩地域 110 120 109 129 139

登録児童数　東山地域 58 49 55 37 45

登録児童数　室根地域 67 36 65 31 37

登録児童数　川崎地域 48 34 51 36 45

登録児童数　藤沢地域 24 32 23 38 36

登録児童数　　計 1,440 1,382 1,401 1,456 1,496 1,417 1,496

【評価・今後の対応について】

　保育認定を受けた子どもについて、認定こども園、保育所等において通常利用の保育時間を延長
して、保育を実施する事業

  延長保育の円滑な運営ができるよう保育士の確保に努め、公立17園、私立16園で実施しました。
引き続き、保護者のニーズに応じた利用しやすい延長保育の事業運営に努めます。

　病児・病後児について、病院・保育所等に付設された専用スペース等において、看護師等が一時
的に保育する事業

　体調不良児対応型は保育中に体調不良となった児童を保護者が迎えに来るまでのあいだ看護師が
看護する事業でしたが、保育施設における看護師配置が一般的なものとなり通常の保育の範囲内で
同様の対応を行う保育施設が増加していることから、令和６年度末をもって事業を廃止しました。
　病児対応型については引き続き保護者のニーズを見極めながら実施していきます。

【評価・今後の対応について】

【評価・今後の対応について】

　保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室、児童館
等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図る事業

　令和７年度は22クラブで事業を実施しました。登録児童数は増加傾向にあります。
　保護者のニーズを見極めながら引き続き事業を実施していきます。

1,128

368
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資料2
⑬実費徴収に係る補足給付を行う事業

単位：人

R５年度計画 R５年度実績 R６年度計画 R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

給食費 100 51 100 42 29

教材費・行事費 310 209 310 221 234

⑭多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業

  ※令和７年度は新規に参入した事業者はありません。

⑮子育て世帯訪問支援事業（こども家庭ヘルパー）

単位：回

R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

支援回数（延べ） 84 300 175 300

⑯児童育成支援拠点事業（こども第三の居場所）

単位：人

R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

利用登録児童数 13 40 31 40

⑰親子関係形成支援事業

単位：人

R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

参加実人数（1クール4回） 17 16 12 16

【評価・今後の対応について】

　事業効果を測定し、次年度以降の実施について検討する。

226 215

　当市が定める基準に該当する子どもが特定教育・保育等を受けた場合において、教育・保育に必
要な物品等の購入に要する費用を助成する事業

　子ども・子育て支援新制度において保護者のニーズに沿った教育・保育の提供を進めるうえで、
多様な事業者の新規参入を支援し、地域ニーズに即した事業の拡大を図る事業

　家庭環境や養育環境を整えるため、育児や家事に負担・不安を抱える子育て世帯を訪問し、育
児・家事の支援を行う事業

　国の基準では、その他世帯の区分の金額が1,650円となりましたが、市はこれまでの金額を据え置
き1,500円としています。
支援を要する世帯を中心に利用勧奨し、計画的に支援しました。

様々な事情により居場所を必要とするこどもに対し、安心して過ごせる居場所で支援を行う事業

【評価・今後の対応について】

　※平成27年４月から令和８年３月までの新規事業者の開所実績
　　小規模保育事業Ａ型　２施設（うち１施設は令和３年度に認可保育所に移行）
　　小規模保育事業Ｂ型　２施設
　　事業所内保育事業　　１施設
　　家庭的保育事業　　　６施設（うち１施設は令和４年度に小規模保育事業Ａ型に移行）

【評価・今後の対応について】

【評価・今後の対応について】

　支援を要する世帯に対し、利用勧奨を行いました。
今後も対象となりうる世帯の把握及び情報収集を行い、運営団体と連携しながら利用勧奨を行いま
す。
Ｒ８.２から、千厩拠点の運営を開始しました。

　子育てに悩みや不安を抱える保護者を対象に、親子間における適切な関係性の構築を支援するこ
とを目的に、こどもとの関わり方の相談助言を行う事業

　令和５年度までは当市の独自事業として実施してきましたが、令和６年度から本事業に位置付け
ました。令和７年度の実績は減少したものの、令和６年度と比較してプログラムを最後まで完了す
る保護者が増加しました。今後も、健全な親子関係の形成に向けた保護者支援を進めていきます。
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資料2
⑱妊婦のための支援給付金給付事業（令和7年度より出産・子育て応援交付金から制度変更）

単位：回

R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

面談回数 797 1,255 880 1,214

⑲乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

単位：人

＊試行的運用 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

0歳児 86 61 83

1歳児 96 28 93

2歳児 69 80 66

合計 251 169 242

R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

0歳児 280 159 420

1歳児 300 53 450

2歳児 220 174 330

合計 800 386 1,200

⑳産後ケア事業（妊産婦サポート・ケア事業）

単位：回

R６年度実績 R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

利用回数 682 1,191 748 1,152

【評価・今後の対応について】

妊娠期の経済的負担を軽減するため、支援給付と妊婦等包括相談支援事業を効果的に組み合わせた
総合的な支援を行う事業

【評価・今後の対応について】

出産後１年未満の母子を対象に、助産師による心身のケアや育児指導等の育児サポートを行い、安
心して子育てができるよう支援する事業

　妊婦等の孤立・不安感等の解消を図るため、妊娠期から出産・子育て期までの一貫した伴走型支
援（面談）及び経済的支援（給付金給付）を行いました。
　今後も妊婦等の不安や心配を把握しながら、安心して子育てができるよう相談対応に努めます。

３歳未満の保育所等に通っていないこどもが他のこどもたちと触れ合うことで社会性が育まれるよ
う、保護者等の就労要件を問わず一定の利用可能時間内で保育を行う事業

量の見込み

児

童

数

単位：人/週

　訪問型および通所型の利用実績は伸びており、利用者アンケートでは「相談し安心できた」「気
分転換ができた」などの満足度が高いサービスとなっています。
　令和８年度より、医療機関および開業助産師による宿泊型および通所型（全日）を新たに開始
し、産後の母親が安心して子育てに向き合える体制を整えました。今後もより多くの方に産後ケア
を受けていただけるよう事業の周知や事業内容の充実を図ります。

確保策

受

け

入

れ

可

能

時

間

数

【評価・今後の対応について】

　令和７年度は公立７園で事業を実施、私立９園に事業を委託しました。
　引き続き保護者のニーズに対応できるよう実施施設を拡大しながら事業を継続します。
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資料2

①放課後子ども教室事業

単位：回

R７年度計画 R７年度実績 R８年度計画

年間開催日数 869 839 879

②学校支援活動事業

単位：名

R７年度計画 R７年度実績

学校支援コーディネーター配置人数 11

その他の取組

議事 「一関市こども計画」の実施状況について

【評価・今後の対応について】

地域住民が学校の求めに応じてボランティア活動を行い、総合的な学習・校外学習への支援や
環境整備などへの支援を行い、学校と地域をつなぐ役割を果たしてきました。今後とも学校と
連携しながら希望する学校への事業導入を進めていきます。

こどもたちの放課後の安全安心な活動拠点として市民センターや学校などに放課後子ども教室
を開設し、各種体験活動を実施する事業です。

　地域住民が学校の求めに応じてボランティア活動を行い、学校における子どもたちの学びを
支援する事業です。

【評価・今後の対応について】

子どもたちの放課後の安全安心な活動拠点として、市民センターや学校等、市内14か所に放課
後子ども教室を開設し、地域の特性を生かしながら各種体験活動を提供してきました。今後も
感染予防や熱中症対策を徹底しながら体験活動を提供していきます。
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資料３

③


